
≪参考資料≫

【予算計上の考え方】

○ 新型コロナウイルス感染症に係る緊急経済対策　第４弾

Ⅰ．事業継続や雇用維持等への対応

Ⅱ．「新しい生活様式」等への対応

○ その他の事業に係るもの

（単位　千円）

1　今回提案する歳入歳出補正予算は、次のとおりである。

（単位　千円）

【企業会計計上額】 （単位　千円）

令和２年第２回臨時会補正予算の概要

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている地域経済や市民生活を支援
するため、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金等を活用し、
事業の継続、生活の下支え、新しい生活様式等への対応、及び医療提供体制
の整備を行うもの、さらには、国・道の予算措置等が明らかになったものに
ついて、補正予算として提出

【補正予算額（一般会計）　9億1,702万円】

8億8,073万円

3,629万円

1億8,200万円

6億9,873万円

特定財源 ９１７,０１９

【補正予算について】

一 般 会 計 ９１７,０１９

企 業 会 計 ５７０,０００

一般財源 ０
特 別 会 計 ０

合 計 １,４８７,０１９

【一般会計款別計上額】
歳　　　　入 歳　　　　出

国 庫 支 出 金 ８５７,３１０ 総 務 費 ８８０,７３１

道 支 出 金 ５９,７０９ 民 生 費 ３６,２８８

計 ９１７,０１９ 計 ９１７,０１９

会　　計　　名 金　　　　額

病 院 事 業 会 計 ５７０,０００
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●一般会計（第5号） （単位：千円）

1 10,000

区分 補正額

消耗品費 4,000

備品購入費 6,000

合計 10,000

2 40,200

区分 補正額

事業費 40,000

事務費 200

合計 40,200

3 25,000

4 1,500

5 1,000

【補助額】配達1件あたり配達料の2/3　※上限1,000円

6 4,400

導入機器：

機能：
①WEB会議②多機能電子ホワイトボード③ファイル共有
④タッチパネル対応⑤画面書き込み

ホワイトボード機能付きモニター（55㌅）
75型テレビモニター

新型コロナウイルス
感 染 症 対 策 事 業
（ 防 災 対 策 室 ）

避難所等における新型コロナウイルス感染症対策に必要な資機材の整備を行う

内容

マスク、フェイスシールド等

サーマルカメラ等

タ ク シ ー 等
宅 配 支 援 事 業
（ 企 画 室 ）

人と人との接触機会の低減などの新しい生活様式と、これに適応した新たな業
態の普及・定着を図ることを目的として、タクシー事業者等による飲食物の配
達（デリバリー）に係る配達料の一部を補助する

障 害 者 文 化 芸 術
活 動 支 援 事 業
（ 福 祉 課 ）

オンラインによる舞台芸術やアール・ブリュット作品の発表、教育大学と連携
した情報発信を行うため、WEB会議システム用設備を導入する

令和２年第２回臨時会 補正予算の各事業概要

№
事 業 名

（ 所 管 課 ）
補 正 額 事 業 の 概 要

申請書郵送料等

【交付基準】対象学生：市内居住者または高等教育修学支援新制度対象者
　　　　　　支援額：1人あたり5万円

学 生 ・ 農 業
短 期 就 労 支 援 事 業
（ 企 画 室 ）

アルバイト先が減少している大学生と働き手を確保したい農業者の双方のニー
ズを結びつけるため、教育大学岩見沢校とJAいわみざわの協力により短期就
労をコーディネートするとともに、借上タクシーによりアルバイト先との間の
移動手段を提供する

教 育 大 学 学 生
臨 時 支 援 事 業
（ 企 画 室 ）

出身世帯からの仕送りやアルバイト収入などが減少する中、自宅外通学者が多
く、実技や実習に係る費用負担も大きい教育大生の学業継続を支援することを
目的として、教育大学岩見沢校に対し交付金を交付する

新 生 児 特 別
定 額 給 付 金 事 業
（ 市 民 連 携 室 ）

国の特別定額給付金基準日（R2.4.27）の翌日からR3.4.1までに生まれた新
生児の母親等に対し、新生児1人につき10万円を支給する

内容

10万円×新生児400人
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№
事 業 名

（ 所 管 課 ）
補 正 額 事 業 の 概 要

7 5,800

交付基準

補正額 5,800千円

8 1,252

9 1,147

10 53,700

項目 事業費

①拡充 21,800

②特別加算 31,800

　事務費 100

計 53,700

医 療 従 事 者 養 成
学 校 支 援 事 業
(健康づくり推進課 )

地域医療体制の確保の上で欠かすことができない医療従事者（看護師）を養成
する学校を支援する

1校当たり：定員×20千円

①駒沢看護専門学校
　定員　210人×20千円＝4,200千円
②医師会附属看護高等専修学校
　定員　　80人×20千円＝1,600千円

フ レ イ ル 予 防
支 援 事 業
(健康づくり推進課 )

新型コロナウイルス感染拡大による外出自粛の状況の中、高齢者のフレイル予
防に必要となる備品を整備する

項目 内容 金額

新型コロナウイルス感染症対策として、試験的に「保健センター」や「あそび
の広場」のドアノブなど、利用者がよく触れる場所を抗菌・抗ウイルスコー
ティングする

項目 内容 金額

消耗品費
抗菌・抗ウイルス
コーティング剤

1,089千円

備品購入費

下肢筋力測定器
認知機能測定器
ポータブル体組成計
タブレット端末

910千円

印刷製本費
健康体操DVD
ジャケット印刷

44千円

備品購入費 噴霧器 163千円

②特別加算の対象拡充
　・病院・歯科医院事業者
　　200床以上：2,000千円、100床以上：1,500千円、
　　050床以上：1,000千円、050床未満：0,500千円、
　　無床、歯科：0,200千円
　・市場卸売業者　　　　　　　2,000千円
　・大規模宴会場を持つ事業者
　　総席数150席以上且つ一室70席以上の宴会場を有する：1,000千円
　　総席数500席以上且つ一室200席以上の宴会場を有する：1,500千円

備考

200千円×109事業者

・病院等　　　　58事業者　　21,800千円
・市場卸売業者　01事業者　　02,000千円
・大規模宴会場を持つ事業者
　　　　　　　　07事業者　　08,000千円

通信運搬費

手数料
健康体操DVD
作成手数料

193千円

小規模事業者等経営
サポート給付金事業
（ 商 工 労 政 課 ）

①新型コロナウイルス感染症の影響により売上げが減少した市内事業者等
　への現金給付による支援について対象を拡充
（従来）　小規模事業者（宿泊・飲食業は中小企業者も対象）
（拡充）　中小企業者、介護・福祉サービス事業者、一般社団法人等

感 染 症 予 防 事 業
(健康づくり推進課 )
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№
事 業 名

（ 所 管 課 ）
補 正 額 事 業 の 概 要

11 33,700

対象者

補助率

対象経費

対象外経費

事業費

33,600

100

33,700

12 346,000

市　　民

市民以外

加盟店募集

申込期間

抽選日

販売期間

使用期間

事業費

300,000

45,000

1,000

346,000

①感染防止対策整備
　→キャッシュレス決済機器、空気清浄機、発券機
　　消毒液生成器、サーマルカメラ、自動精算機　等
②デリバリー、テイクアウト事業推進
　→予約システム、ウェブサイト作成・利用料　等
③テレワーク事業推進
　→ＷＥＢ会議システム導入、ＰＣ　等

消耗品、少額備品（アクリル板等）、エアコン　等

項目 備考

新しい生活様式対応
事 業 者 支 援 事 業
（ 商 工 労 政 課 ）

新型コロナウイルスの感染症拡大防止と社会活動の両立に向け、「新しい生
活様式」への転換・事業の継続を促進するための設備等を導入する事業者に
対し、支援を行う

市内の　中小企業者、小規模事業者、特定非営利法人、
　　　　一般社団法人等
（医師、協同組合、農業法人、社会福祉法人等は除く）

総事業費10万円以上で一律10万円

プ レ ミ ア ム
商 品 券 事 業
（ 商 工 労 政 課 ）

新型コロナウイルスの感染症の影響が長期化していることをふまえ、経済対
策として地域経済の活性化を促すため、プレミアム商品券（プレミアム率
30％）を発行する

商品券

1セット　1,000円×13枚＝13,000円
　　　　（地元券7枚・全部券6枚）　※
販売価格　10,000円（プレミアム率30％）
発行総数　99,500セット
販売方式　申込抽選販売

1セット　1,000円×6枚＋500円×1枚＝6,500円
　　　　（地元券4枚・全部券3枚）　※
販売価格　5,000円（プレミアム率30％）
発行総数　1,000セット
販売方式　観光協会、メープルロッジ等で一般販売

新しい生活様式対応事業
者支援事業補助金

100千円×336事業者

事務費 消耗品費、印刷製本費

スケジュール
（予定）

令和２年8月19日～令和２年9月5日

令和２年9月14日～令和２年10月7日

令和２年10月14日

令和２年10月22日～令和２年10月31日
※3密対策を講じ、４会場で販売

令和２年11月1日～令和3年2月14日

計

プレミアム商品券事業補
助金

発行総額10億円×プレミアム率30％

実行委員会への事務委託
（人件費、印刷製本費　等）

事務費 職員手当等、消耗品費、印刷製本費

実　　施 実行委員会方式：事務委託（補助金で支出）

※登録事業者のうち市内登録企業でしか使えない券（地元券）と
　市内のどこでも使える券（全部券）に色分けして区別

項目 備考

計
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№
事 業 名

（ 所 管 課 ）
補 正 額 事 業 の 概 要

13 50,900

対象者

補助率

対象施設

実施期間

補助内容

実施期間

事業費

48,400

2,500

50,900

14 88,000

導入機器： ホワイトボード機能付きモニター（55㌅）3,520千円

機能：

導入数： 25台（小中23校、教委事務局1、教育研究所1）

15 11,141

就学援助
児童生徒数

単価 期間 支援額

小481人
中264人

2,200円 ３か月 4,917千円

小481人
中264人

小237円
中284円

31日間 6,224千円

16 770

＠100,000円×7校×消費税＝770,000円

17 3,212

タクシー1台あたり5,000円を利用料金から割引

項目 備考

宿泊等割引支援事業補助
金

①宿泊支援　　3,000円×16,000人
②ワインタクシー割引　5,000円×80台

観 光 誘 客 促 進 事 業
（観光物産振興課）

①新型コロナウイルスの感染症の影響により減少した宿泊客数・観光入込
　客数を回復させるため、市独自で宿泊客に対する支援を行う

北海道民

宿泊等割引支援事業委託
料

観光協会への事務委託
（人件費、印刷製本費　等）

計

宿泊代金の1/2（上限3,000円）

岩見沢市内すべての宿泊施設（16宿泊施設）

道内の感染状況を見て実施～令和3年3月末

②新型コロナウイルス感染症対策を実施し開催する観光イベント（そらち
　ワインタクシー）の利用料金を割引する

予算成立後～令和2年10月末

項目

オンライン学習環境に必要と
なるモバイルルーター通信料

休業期間の給食費相当分

GIGA ス ク ー ル
環 境 整 備 事 業
（ 学 校 教 育 課 ）

オンライン授業や日常的に行われている各学校と教委事務局の会議における
接触機会の削減を目的とし、WEB会議システム用設備を導入する

①WEB会議②多機能電子ホワイトボード③ファイル共有
④タッチパネル対応⑤画面書き込み

就 学 援 助 事 業
（ 学 校 教 育 課 ）

小中学校の臨時休業等による家庭での対応について、就学援助世帯への支援
を行う

①特別支援教育支援員
　休暇短縮16日×日額7,645円×25人＝3,058,000円

②学校看護師
　休暇短縮16日×日額9,576円×1人＝153,216円

学 習 環 境 整 備 事 業
（ 学 校 教 育 課 ）

小中学校の臨時休業時における家庭等との連絡や緊急時の保護者等からの問
い合わせ対応のため、一部の学校に電話回線を増設する

特別支援教育推進事業
（ 指 導 室 ）

小中学校の臨時休業に伴う夏季休暇及び冬季休暇の短縮（夏11日、冬5
日）に対応するための職員体制拡充等における費用を計上
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№
事 業 名

（ 所 管 課 ）
補 正 額 事 業 の 概 要

18 101,200

①トイレ洋式化

19 7,500

整備計画：【現在】洋式4、和式15➝【整備後】洋式19

20 1,500

対象者

補助交付額

対象経費

対象者

補助交付額

対象経費

事業費

1,000

500

1,500

21 35,550

想定人数

（22施設） 89人

（6施設） 60人

（17施設） 356人

（5施設） 160人

（5施設） 46人

711人

学 校 施 設 感 染 症
予 防 対 策 事 業
（ 教 育 施 設 課 ）

新型コロナウイルス感染症をはじめとする感染症予防の観点から、学校施設
のトイレの洋式化及び空調設備の整備を進め、安全・安心な教育環境を確保
する

社 会 体 育 施 設
感染症予防対策事業
（ 教 育 施 設 課 ）

新型コロナウイルス感染症をはじめとする感染症予防の観点から、スポーツ
センターのトイレの洋式化整備を進める

文 化 ・ ス ポ ー ツ
活 動 支 援 事 業
（生涯学習・文化・ス
ポ ー ツ 振 興 課 ）

①新型コロナウイルス感染症の影響により、中止となったスポーツ大会・
　文化祭等の代替として開催される大会等を支援する

岩見沢市内で活動する常設の組織で、年間を通じて活動を行っている
団体やサークル

　対象：洋式化率100％未満の14校（小学校8・中学校6）
　整備計画：現在の和式数226➝洋式化164、撤去・埋め戻し62

　　　　　※児童生徒の傾向や学校運営上の判断により、和式便器が
　　　　　　必要な場合は最低限の個数を残す可能性あり

②空調設備（エアコン）整備

　対象：保健室エアコン未設置の13校（小学校9・中学校4）
　　　　　※小中全23校中10校は既に設置済み

項目 備考

①文化・スポーツ大会開催支援補助金 50千円×20団体

②文化芸術活動支援補助金 50千円×10団体

１大会５万円を上限

新型コロナウイルス感染症対策を含めた運営経費

②新型コロナウイルス感染症の影響により、活動に苦慮する合唱や吹奏楽、
　ダンスサークルなどが、３密を避け感染リスクを抑えられる屋外を活動
　場所として「キタオン」での利用を促し、活動再開の支援をする

岩見沢市内で活動する常設の組織で、年間を通じて活動を行っている
団体やサークル

1団体5万円を上限

キタオンを利用する際の施設利用料金及び物件使用料

（ 子 ど も 課 ）
対象施設 支給金額

放課後児童クラブ 4,450

公立施設 3,000

　計

保 育 事 業 等 従 事 者
慰 労 金 交 付 事 業

緊急事態宣言下における教育・保育の継続実施に努めていただいた、各施設
の職員に対して、1人5万円の慰労金を支給する

計 35,550

私立保育園・こども園・小
規模保育事業

17,800

市内幼稚園 8,000

認可外保育園 2,300
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№
事 業 名

（ 所 管 課 ）
補 正 額 事 業 の 概 要

22 48,059

補助率

道費

子ども・子育
て支援事業費

補助金

保育対策総合
支援事業補助

金

新型コロナウ
イルス感染症
緊急包括支援

交付金

372 372 0 0

219 219 0 0

203 203 0 0

7,000 1,000 2,500 3,500

39,000 11,000 8,500 19,500

46,794 12,794 11,000 23,000

事業費

1,265

421

421

423

23 1,200 新型コロナウイルス感染予防対策として、図書消毒器を更新する

金額

1,200

24 8,000

オンライン授業の環境整備 3,640

授業が実施できなかった４、５月分の授業料免除 3,860

感染予防対策のため微酸性電解水生成装置購入 500

880,731

子 ど も ・ 子 育 て
環 境 整 備 事 業
（ 子 ど も 課 ）

①新型コロナウイルス感染予防対策として、各施設・事業における
　マスク・消毒液等の購入に係る経費を計上（全額 国10/10）

補助金名 対象

対象施設 事業費

放課後児童クラブ

子育て支援センター

ファミリー・サポート・セン
ター

子ども・子育て支援交付金 放課後児童健全育成事業等に係る施設

10/10保育対策総合支援事業補助金 保育所、認定こども園、小規模保育事業

新型コロナウイルス感染症緊
急包括支援交付金

保育所、認定こども園、小規模保育事業

国費

子ども・子育て支援交付金（国費）

子ども・子育て支援交付金（道費）

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金（市負担分）

図書館環境整備事業
（ 図 書 館 ）

公立施設

私立施設

計

②民間放課後児童クラブスキップ職員の超過勤務に対する給与及び光熱水
　費等について、国基準に基づく補助金を交付する（国1/3　道1/3）

区分

放課後児童クラブ運営費補助金

小 計

項目 内容

備品購入費 図書消毒機（1台）

病院事業会計繰出金
（ 病 院 管 理 課 ）

新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴う費用のうち、高等看護学院に係
る下記について、地方創生臨時交付金を財源として一般会計から繰出しを行
う

財源
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№
事 業 名

（ 所 管 課 ）
補 正 額 事 業 の 概 要

25 36,288

○補助概要

道交付金

事業内容

補助率

施設名称

補正額

36,288

917,019

小 計

合 計

36,288千円

介護サービス提供基盤等整備事業費交付金

補助基準額
　施設整備：36,288千円

道（国）10/10
（地域医療介護総合確保基金（介護分）
　　　　・介護サービス提供基盤等整備事業費交付金）

○対象施設

看護小規模多機能型居宅介護センター
まちのナースステーション（(同)アーカーシャ）

介 護 サ ー ビ ス 提 供
基 盤 等 整 備 事 業
（ 高 齢 介 護 課 ）

看護小規模多機能型居宅介護事業所の開設に対する助成

8



新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴う次の収入及び費用の補正を行う

＊対象期間＊　　

令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで（慰労金は１月２８日から遡及適用）

（単位：千円）

・仮設陰圧ハウス（プレハブ）の設置

・発熱外来用備品（診察机等）の整備

▷ 道補助金

・備品の購入　 検温システム （補助率：１０分の１０）

 外来待合用空気清浄除菌脱臭装置

 自動精算機　　　　　　　　　　等

・医療機器の購入  超音波画像診断装置

 X線撮影装置　　　　等

など 【補助事業名】

新型コロナウイルス感染症

緊急包括支援事業

・感染症患者受入れ医療機関に勤務する医療従事者等

→ 20万円／人（総合病院）

・上記以外の医療機関に勤務する医療従事者等

→ 5万円／人（栗沢病院）

・LAN配線等の環境整備

・備品の購入（講師用及び学生貸出用パソコン等）

▷ 一般会計繰出金

 新型コロナウイルス感染症

 対応地方創生臨時交付金

1・2年生：2万円／月、3年生：1万円／月

・学院収益（授業料）の減額 ▷ 学院収益（授業料）

・一般会計繰出金の増額

↓

令和２年度岩見沢市病院事業会計　補正予算（第２号）について

内　　　　容 事業費 財　　　源

１　発熱外来の設置
　　（新規）

◆新型コロナウイルス感染症拡大に備え、発熱患者の

　対応及び院内感染防止を図るため、発熱外来を設置

　（総合病院に設置）

39,190 

２　感染症医療提供体制強化に
　　係る設備整備及び医療機器
　　の購入
　　（拡充）

◆新型コロナウイルス感染症拡大に備え、医療提供体

　制を強化するため、感染拡大防止に係る設備等の整

　備や各種医療機器の購入を行う

　（総合と栗沢の両病院に整備）

326,670 
565,860 

３　感染症対応従事者への慰労
　　金の給付
　　（新規）

◆新型コロナウイルス感染症に対する医療提供に関し、

　患者と接する医療従事者等に対し国からの慰労金の

　給付を行う

200,000 

４　高等看護学院オンライン
　　授業環境整備事業
　　（新規）

◆高等看護学院のオンライン授業の環境整備を行う

3,640 

５　高等看護学院授業未実施分
　　の授業料免除
　　（新規）

◆新型コロナウイルス感染症拡大の影響で授業が実施

　できなかった４、５月分の授業料を免除

0 

8,000 

△ 3,860 千円 

3,860 千円 △3,860 

６　高等看護学院感染予防対策
　　用備品購入
　　（新規）

◆高等看護学院の感染予防対策のため、微酸性電解水

　生成装置を購入 500 

570,000 

財源別

内　訳

 道補助金 565,860 

 一般会計繰出金 8,000 

 学院収益（授業料） △3,860 

◆補正要望概要◆

◆ 補 正 内 容 ◆
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